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6月定例会の日程
6月14日㈮　本会議　一般質問　※午前10時開会予定

6月17日㈪　本会議　一般質問

6月18日㈫　本会議　一般質問　市長提出議案の説明

6月20日㈭　本会議　議案質疑　委員会付託

6月24日㈪　総務企画委員会　市民文教委員会

6月25日㈫　健康福祉委員会　都市産業委員会

6月28日㈮　本会議　委員長報告など

※6月14日（金）を除き、原則午前9時30分開会。
どなたでも傍聴できますので、お気軽にお越しください。

太田市議会事務局
0276-47-1806　　　 0276-47-1860
E-mail:otagikai@mx.city.ota.gunma.jp

〈関連記事８ページ〉

令和5年度　議員研修会

議会におけるハラスメント
～パワハラ・セクハラについて～

100万人のクラシックライブ
＠太田市議会

　日常に音楽があふれるまちを目指して活動する100万人の
クラシックライブが、太田市議会にやってきます。入場無料でど
なたでもご鑑賞いただけます。この機会にぜひ議場へお越しく
ださい。

（道の駅おおた1月公演の様子）

日時：令和6年6月14日㈮　午前9時20分から9時50分まで
場所：太田市役所本庁舎　低層棟5階　議場

入場無料・どなたでもご鑑賞いただけます！

太田市20周年記念事業
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3月定例会　総括質疑要旨

議　員　人口減少スピードの緩和に
向けた、本市の取り組みについて伺い
ます。
企画部長　本市では、これまで若者や
女性の雇用促進、創業支援を目的とす
るワークライフシナジー事業などに国の
交付金を活用してきたほか、給食費や
医療費、保育料の無償化、こどもプラッ
ツ事業など子育て施策の充実にもいち
早く取り組んできました。今後も引き続
き、女性や若者の就労の場の確保や
創業支援、移住支援や子育て施策の
充実などの取り組みを強化し、人口減
少対策を進めていきたいと考えます。
議　員　人口減少問題について、市
長の所見を伺います。
市　長　働き手が減らないような環境
づくりが非常に大切であり、行政が積
極的にサポートするべきだと思います。
例えば、市営住宅の上層階が空いてい
るので、これを外国人に開放し、労働力
を確保することも一つの方法と考えて
おり、現在国と調整を行っています。多く

令和6年度施政並びに財政方針及び
予算について
―人口減少問題について―

創政クラブ　大川　陽一

の外国人が転入してくれば、本市の収
入源となり、市民サービスで還元するこ
とができますので、税収の確保に向け
た取り組みを積極的に行い、財政運営
の基軸としたいと考えています。また、他
の自治体に負けないように、子どもたち
に対する施策を充実させ、本市が引っ
張っていくような役割を果たしていける
よう頑張っていきたいと思います。
■その他の質問
・予算編成について
・多文化共生の取り組みについて
・本市のDXの取り組みについて
・中心市街地の再開発による賑わい
創出について

2次元コードを読み取ると、議員それぞれの全ての質疑の様子をご覧いただけます。

令和6年度施政並びに財政方針及び
予算について
―まちづくりについて―

創政クラブ　高木　きよし

議　員　太田駅南口に直結する商業施
設の再開発事業が開始となりますが、事
業の工程および効果について伺います。
都市政策部長　令和5年度は建築設
計などの計画作成、6年度は建物解
体、それ以降は建築工事期間となり、9
年度で事業完了予定です。再開発事
業により周辺地区の活性化に寄与す
ることができると考えています。
議　員　新年度予算における道路に
関する主な事業について伺います。
都市政策部長　市が主体的に進める
都市計画道路の整備や幹線道路整備
事業、減災を目的とした排水対策事
業、既存道路の維持修繕を目的とした
幹線道路舗装補修事業などを推進し
ます。また、引き続き地域からの要望に
応えるよう、巡回舗装の充実や交通安
全施設の設置などを着実に実施して
いきたいと考えます。
議　員　太田駅南口の再開発事業に
ついて、市長の所見を伺います。
市　長　非常に悩んだ太田駅南口で

すが、ようやく再開発事業者が現れて
本当に良かったと思っています。
議　員　重要なインフラである道路整
備について、市長の所見を伺います。
市　長　道路整備については、やりた
い事業は多くありますが、最終的には
周辺住民の理解が必要となります。東
部幹線や西部幹線の整備もなかなか
前進しない現状ではありますが、積極
的に対応していきたいと考えます。
■その他の質問
・予算編成について
・（仮称）太田西複合拠点公共施設に
ついて
・農政事業について
・緑地景観整備について

令和6年度施政並びに財政方針及び
予算について
―農業振興について―

太田クラブ　白石　 と子

議　員　耕作放棄地増加の原因と対
策について伺います。
農政部長　耕作放棄地ですが、令和
3年度は約54.1㌶、4年度は約61.5
㌶であり、５年度は現在集計中ですが
大幅な増加が見込まれます。原因とし
ては、農業者の高齢化や担い手不足、
相続による非農家化などが考えられ、
耕作放棄地の解消や発生防止が喫緊
の課題となっています。対策としては、
農地パトロールにより発見した耕作放
棄地について、地権者への個別の訪
問指導を行い、農地の貸し借りや売買
の仲介をするなど、担い手農家への集
積に取り組んでいます。
議　員　耕作放棄地対策について、
市長の所見を伺います。
市　長　耕作できる状態を保つため
に、街道沿いの耕作放棄地に花を植
え、お花畑にしたいと考えており、農家
のみなさんに協力いただきながら、ぜ
ひ推進していきたいと思います。また、
大規模農家に対しては、農業機器の購

入に係る補助率を上げることで、農業
の集約化を図っていきたいと考えます。
議　員　いちご狩りができる環境整
備により、農業観光によるまちづくりが
期待できると考えますが、所見を伺い
ます。
市　長　いちご狩りについては、以前
観光農園としてやっていきたいと考えて
いましたが、整備に数億円かかり、当時
は補助制度もなかったので断念しまし
た。現在の補助制度は調べていません
が、今後研究していきたいと考えます。
■その他の質問
・令和6年度の予算編成と行政運営
について
・高齢者福祉について

令和6年度施政並びに財政方針及び
予算について
―まちづくりについて―

公明党　星野　一広

議　員　南一番街の再整備につい
て、概要を伺います。
都市政策部長　現在、詳細設計の業
務委託を実施しており、歩道の再整備
を中心に植栽等を施し、にぎわいのあ
る緑豊かな道路空間の創出に取り組
んでいます。
議　員　南一番街から太田市運動公
園までの一体的な整備が重要と考え
ますが、所見を伺います。
都市政策部長　太田駅南口周辺で
は、さまざまな施策が実施および計画
されており、個々の事業を連動させる
必要があると考えています。事業実施
には多大な費用や期間を要するため、
国費の活用も想定し、都市再生整備
計画の策定を検討しています。本計画
により、複数の事業をパッケージ化し、
各事業間での連携や効果の波及によ
り、太田市の顔としての中心市街地の
整備を進めていきたいと考えます。
議　員　運動公園までの一体的な整
備について、市長の所見を伺います。

市　長　南一番街は50年近く変わっ
ておらず、国の補助金を活用しながら、
全体を変えていきたいと考えています。
運動公園までの一体的な整備は困難
かもしれませんが、ぜひ委員会などで
も議論し、知恵を出していただければ
と思います。
議　員　太田駅南口の再開発と連動
させた南一番街の再整備について、市
長の所見を伺います。
市　長　南一番街については、大学誘
致と連動させ、広い歩道を活用し、公園
化を図っていきたいと考えています。
■その他の質問
・子育て支援について
・介護予防について
・農業振興について
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　3月定例会では、2月26日に５人の議員が代表総括質疑を、27日に６人の議員が総括質疑を行い、令和6年度の施政や財政方針な
どに関して活発な議論を展開しました。紙面の都合により、質疑と答弁の要旨を1人1問ずつ紹介します。
　なお、総括質疑の模様は、太田市議会ホームページ「インターネット中継」からご覧いただけます。
　また、本定例会の正式な会議録は、市立図書館や市議会ホームページ、議会事務局などでご覧いただけます。

（仮称）太田西複合拠点公共施設
と周辺整備について

令和6年度施政並びに財政方針及び
予算について
―交通安全対策について―

令和6年度施政並びに財政方針及び
予算について
―本市の農業振興策について―

市民ファーストの会　大川　敬道

太田クラブ　渡辺　謙一郎 太田クラブ　町田　正行

2次元コードを読み取ると、議員それぞれの全ての質疑の様子をご覧いただけます。

議　員　（仮称）太田西複合拠点公
共施設に隣接する調整池について、睡

す い

蓮
れ ん

などを植えてきれいに整備してもら
いたいと思いますが、所見を伺います。
行政事業部長　調整池に睡蓮などを
植え付ける計画ですが、大川親水緑地
は太田土木事務所の管轄であり、睡
蓮などの花の植え付けについては当
該事務所の判断となります。
議　員　新田地区の大きなスポーツ
拠点となることが期待されるスケート
パークについて、施設内で音楽を流す
ような運用が可能ではないかと思いま
すが、今後の展望と運営について伺い
ます。
文化スポーツ部長　気軽にストリート
スポーツができる場を作ることで、市
内外から多くの来場者が見込まれ、に
ぎわいを創出し、さらなる地域の活性
化が図られると考えます。施設で音楽
を流す運用については、近隣への影響
に配慮が必要ですが、今後検討したい
と考えます。

議　員　企業に対する交通事故防止
の協力依頼について伺います。
市民生活部長　現状、朝夕の通勤通
学時間帯に幹線道路をはじめとした道
路において、スピード超過や黄色信号
でも交差点に進入する車両があるな
ど、危険な走行が常態化していること
は認識しています。現在、本市から企
業に対する安全運転の協力依頼は
行っていませんが、大型車両の搬出入
時間帯と児童生徒の登下校時間帯が
重なる通学路もあるので、太田市交通
対策協議会より企業に対し、安全安心
な運行についての協力依頼をすること
を検討していきたいと考えます。
議　員　企業への交通事故防止の協
力依頼について、市長の所見を伺います。
市　長　企業に対するアプローチは
非常に大切だと思います。商工会議所
など関係者とお話しする機会も多いの
で、会社では毎朝必ず交通安全の話
をしてもらうようお願いするなど、アプ
ローチしていきたいと考えます。

議　員　本市における未来の農業の
担い手について、所見を伺います。
農政部長　未来の担い手ですが、
2020年農林業センサスにおいて、5
年以内に農業を引き継ぐ後継者を確
保している経営体について、本市では
1,825経営体のうち258経営体、割
合は14.1％であり、後継者不足が顕
著となっています。このような非常に厳
しい状況下において、県および関係機
関と連携しながら、未来の担い手に寄
り添った支援を検討していきたいと思
います。
議　員　水稲農業経営体の現状につ
いて伺います。
農政部長　本市の1,825経営体のう
ち、田んぼに水稲を作付したのは844
経営体で、割合は46.2％、水稲作付
面積は1,116㌶です。
議　員　農業は生命維持産業であり
ますが、これからの時代の農業につい
て、市長の所見を伺います。
市　長　行政が積極的に関わり、いろ

議　員　（仮称）太田西複合拠点公
共施設とその周辺整備について市長
の所見を伺います。
市　長　調整池は県の管轄ですの
で、希望通りになるかは不明ですが、
睡蓮などを植えるような大きな工事を
県がやってくれるか確認します。また、
スケートパークの事業については、人に
見られる場所がいいということで最終
的に新田のエアリス周辺に決定しまし
た。今後の運営については、使用者側
と管理者側の双方にとって利用しやす
い環境をつくっていきたいと考えます。
■その他の質問
・令和6年度施政並びに財政方針及
び予算について

議　員　横断歩道や止まれの標示の
補修および新設については、県の管轄
となりますが、市として対応することに
ついて、市長の所見を伺います。
市　長　標識やカーブミラーの充実な
ど、市でできるものは十分に対応して
いきたいと考えます。横断歩道を増設
する場合は、県の公安委員会と協議す
る必要がありますが、私からもお願いし
て、ぜひ積極的に設置していきたいと
考えます。
■その他の質問
・経営発展支援について
・公園整備について
・公共施設の管理について
・多文化共生センターについて

いろな意見を聴きながら、寄り添って仕
事をしていくことが大切だと思います。
特に水田は、ダムとしての機能も果たし
ますので、農地を守るために積極的に
補助金を投入し、大規模化していく必
要があると考えます。また、農家は生産
品の価格を自分で決めることができな
いという市場の特性があるため、行政
もいろいろな場面でバックアップしなが
ら、太田市は農家が生き生きと仕事を
していると言われるような環境をつくっ
ていきたいと考えます。
■その他の質問
・予算編成について
・学校教育環境について

令和6年度施政並びに財政方針及び
予算について
―障がい者に対する施策について―

立憲民主党　岩瀬　僚

議　員　障がい者雇用に対する本市
の取り組みについて伺います。
産業環境部長　企業を対象に年2回
障がい者雇用啓発セミナーを開催し、
先進企業の事例を紹介して理解の増
進を図っています。また、毎年障がい者
雇用に理解のある市内企業を表彰し
ています。さらに、市の関係部署で定期
的に情報交換し連携に努めています。
議　員　障がい者就労支援事業おお
たんワークスの取り組みについて伺います。
企画部長　障がい者の自立支援や社
会参加を促す事を目的に設置し、再任
用職員などのサポートのもと、各課か
ら依頼された業務を、障がいの特性に
応じて割り振っています。依頼先の時
間外勤務の削減などに一定の効果を
上げていることから、引き続き環境を整
備し、共生社会の実現に向けて推進し
たいと考えます。
議　員　民間企業、行政における障
がい者雇用の取り組みの推進と、障が
い者のキャリアアップにつながる環境

を整備し、雇用および生活の場におけ
る共生社会の実現について市長の所
見を伺います。
市　長　障がい者が諸手当をもらい
ながらでも、自立して生活していける環
境づくりが大事だと考えます。本市でも
社会福祉法人杜

も り

の舎
い え

が運営するエコ
ネット・おおたやおおたんワークスなど
がすでに稼働しておりますが、新たに
ペーパーラボという事業を始める計画
もありますので、適切な仕事を提供し、
障がいのある人に寄り添い、協力しな
がらお互いを尊重することが大事だと
思います。
■その他の質問
・保育の安全・安心への取組につい
て
・不登校児童生徒への取組について

代表総括質疑 総 括 質 疑
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令和6年度施政並びに財政方針
及び予算について
―平和展示資料室整備事業について―

令和6年度施政並びに財政方針
及び予算について
―本市の総合計画と持続可能なまちづくりについて―

公明党　前田　純也 市民の会　尾内　謙一

議　員　平和展示資料室整備事業
の概要について伺います。
文化スポーツ部長　学習文化セン
ター2階の会議室を改修し、常設の展
示資料室を整備する計画で、内装や
照明工事、ショーケースの作成、写真
やパネルの製作、映像設備の整備を
予定しています。
議　員　周知方法や施設の活用計画
について伺います。
文化スポーツ部長　市のホームペー
ジやプレスリリースにより積極的なPR
に努めたいと考えます。また、戦争を繰
り返してはならないということを、戦争
を知らない世代にも感じてもらえるよう
な施設とし、教育関係者の受け入れな
どの対応を行っていきたいと思います。
議　員　戦争を語り継ぐ会が実施し
ている、展示ギャラリーを活用した展示
との併用について、所見を伺います。
文化スポーツ部長　要望があれば展
示ギャラリーを貸し出し、常設展示でき
ない資料を展示することで、より多くの

方に戦争の悲惨さを知っていただく機
会となると考えます。
議　員　平和展示資料室の整備につ
いて、市長の所見を伺います。
市　長　今と昔で戦争の形は大きく
変わっており、その違いを表現できるよ
うな資料館になればと思います。回顧
するだけでなく、平和を希求し、もう戦
争は起こしてはならないと、一人一人
の意識を変えていけるような役割を果
たすことが重要だと考えます。
■その他の質問
・令和6年度組織機構について
・高齢者支援について
・災害対策について

3月定例会　総括質疑要旨
2次元コードを読み取ると、議員それぞれの全ての質疑の様子をご覧いただけます。

議　員　おうかがい市バスの要件緩
和の概要について伺います。
市民生活部長　令和6年4月から実
施予定であり、運転免許証の保有要
件、要支援・要介護認定の要件、本市
交通費補助受給の要件を撤廃し、70
歳以上であれば誰でも登録可能とす
るものです。また、要件緩和により利用
者の増加が想定されることから、新た
に車両2台を増車する予定です。
議　員　行政センター単位で、最寄り
のスーパーなどから1㌔以上離れた場
所に住む70歳以上を対象に、無料送迎
を行う買い物支援事業が新たに実施さ
れる予定ですが、高齢者の移動を保障
するという点から、公共交通全体の充実
と、タクシー券に代わる3万円の給付に
ついて所見を伺います。
市民生活部長　買い物支援事業は、
高齢者の日常的な買い物を支援し、
外出機会を確保するための新事業とし
て、6年度新設の地域振興部で実施す
るものであり、路線バスなどの拡充は

公共交通の充実について

日本共産党　水野　正己

考えていない状況です。また、3万円の
給付は、国や県の動向を注視しながら
改めて検討したいと考えています。
議　員　どこまで需要に応えられるの
か、利用状況や断ったケースを分析す
るなど、今後もきめ細やかな支援が求
められますが、市長の所見を伺います。
市　長　おうかがい市バスを2台増や
せば大概の需要には応えられると考え
ます。加えてお買い物クラブ（買い物支
援事業）がうまく機能すれば、生活に
支障を来たす高齢者はほぼいなくなる
と思います。
■その他の質問
・芸術文化振興について

議　員　本市は、令和6年度で合併
20周年を迎えます。市長はこの間「元
気なまち太田」を掲げ、さまざまな施策
に取り組み、現在の太田市を築いてき
ましたが、今日までのまちづくりの評価
について、市長の所見を伺います。
市　長　この間、さまざまな施策によ
り歳入を引き上げ、雇用を創出し、まち
を活性化させてきました。市民が自慢
できるようなまちづくりをしていきたい
と考えており、その理想に近づくことが
できたのではないかと思っています。
議　員　早いもので来年の3月には、
市長の任期満了を迎えます。令和7年
度からスタートする第3次太田市総合
計画は、駅周辺の再開発事業や産業
団地の整備など大きな事業が山積し、
非常に重要なものであることから、計
画期間の8年間のうち、少なくとも前期
の4年間は、市長に本市の舵取りを
担っていただきたいと考えますが、次期
計画の実現に向けた市長の思いを伺
います。

市　長　エールを送っていただきあり
がとうございます。周囲の意見も聞きな
がら、自分の限界は自分で知る必要が
あると考えています。また、太田市を次
の世代につないでいくためには、やは
りサイズが重要であると思います。行
政サービスを提供できる能力を維持し
ながら、サービスの中身や品質をより
良いものにして、次世代につないでい
けるようなまちをつくっていきたいと考
えます。
■その他の質問
・元気なまち太田の高齢者にやさし
い施策について
・八王子丘陵一帯の里山自然公園構
想について

総 括 質 疑 総 括 質 疑

総 括 質 疑

■太田市事務分掌条例の一部改正に
ついて
説明　柔軟で効率的な組織を構築する
ため、市民生活部を市民生活部と地域
振興部に分ける組織改正を行うもので
す。
問 市民生活部を細分化して地域振興
部を新設するに至った経緯について伺い
ます。
答 高齢化とともに多様化する社会の
中で、地域の課題解決に向け寄り添った
対応をすべく、14地区の行政センターを
拠点として、地区住民の生活向上を目指
し、ふれあい相談の充実や地域コミュニ
ティー、生涯学習などさらなる機能強化
を図ることを目的としたものです。

■その他の質問
・地域の活性化に向けた期待に応えられ

る職員の配置について
審査結果　原案可決

■太田市技能労務職員の給与の種類
及び基準を定める条例の制定について
説明　令和6年4月1日に技能労務職
員を新規採用することに伴い、地方公営
企業法などの規定に基づき、新たに条例
を制定するものです。
問 本条例の制定に伴う技能労務職員
の今後の採用計画について伺います。
答 来年度、35歳を年齢上限として1名
の採用を予定していますが、近年、時代
に即した多様な技能労務職の必要性を
感じるところであり、継続した採用計画の
検討を続けていきたいと考えます。
審査結果　原案可決

■太田市消防団条例の一部改正につ
いて
説明　消防庁が定める「非常勤消防団
員の報酬等の基準」を踏まえ、消防団員

　本会議で各常任委員会に付託された議案の審査結果について、定例会最
終日に行われた委員長報告から要旨をお知らせします。

委員会では 次の議案を審査しました
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の処遇改善および団員確保を図るため、
所要の改正を行うものです。
問 消防団員への報酬の支給に係る改
正内容について伺います。
答 活動実績に応じ四半期ごとに分け
て支給する年額報酬に加え、新たに災害
などの出動や警戒、訓練といった災害な
ど以外の活動に対する出動報酬を創設
することとしました。本改正は、従前、手当
として一部を消防団へ支払っていた報酬
などを全て個人に直接支給することで、
地域のために頑張った消防団員の労に
報いることが本旨です。
問 報酬の支給に際し、必要となる活動
実績の記録作成、確認方法など今後の
運用について伺います。
答 事務の負担軽減を勘案しながら、複
数人でチェックするなど、客観性が図ら
れるルールづくりを構築していきたいと考
えます。

■その他の質問
・女性消防団員数の現状確認につい
て
・消防団活動の広報によるさらなる周
知について
・消防団員のやりがい確保のことにつ
いて
審査結果　原案可決

■太田市手数料条例の一部改正につ
いて
説明　地方公共団体の手数料の標準
に関する法令が改正されたことに伴い、
特定屋外タンク貯蔵所の設置許可に係
る手数料について、増額改定を行うもの
です。
問 本条例に該当する施設の有無およ
び今後の設置の可能性について伺いま
す。
答 沿岸部における石油化学コンビナー
トでの設置を想定していることから、現在、
本市消防本部管内での設置事例は無く、
今後も設置の可能性は極めて低いです。
審査結果　原案可決

■太田市男女共同参画社会の形成及
びジェンダー平等の推進に関する条例
の制定について
説明　性別などによる不平等がなく、全
ての人が個人として尊重され、個性およ
び能力を発揮し、社会的責任を分かち
合い、あらゆる分野における活動に参画
できる社会を実現するため、条例の制定
を行うものです。
問 本条例の制定理由について伺いま
す。
答 本市は平成20年3月に男女共同参
画社会基本法に基づき、太田市男女共
同参画基本計画を策定し、5年ごとに見
直しを重ね、各種施策の実施と進

しんちょく

捗管理
をしてきました。令和5年3月に第4次基
本計画を策定した際に、この計画に男女
共同参画社会の推進とジェンダー平等
の推進を位置づけたことを機に、より一

層の推進を図り、性別などによる不公平
のない社会を実現するため、本条例を制
定する運びとなりました。
問 本条例施行後の男女共同参画社
会の形成およびジェンダー平等などの推
進方法について伺います。
答 市民に正しい認識と理解を深めるこ
とが重要であり、広報紙やホームページ、
チラシ、冊子などでの情報発信に加え、
講演会や研修会などを開催するなど、市
民に広く周知していきます。

■その他の質問
・群馬県内および全国における条例の
制定状況について
審査結果　原案可決

■太田市ふれあいセンター条例の一
部改正について
説明　令和4年3月に廃止した浴場施
設の休憩場所などとして利用していた和
室および談話室を、学習文化活動の場と
して利用できるようにし、使用料の規定を
追加するものです。
問 使用料の算定方法について伺いま
す。
答 既存施設や類似施設を基準に算定
しています。区分や定員が同じであっても、
面積によりほかの施設と使用料が異な
る場合があります。
審査結果　原案可決

■太田市行政センター条例の一部改
正について
説明　令和4年3月に廃止した休泊行
政センター浴場施設を、サークル室とし、
学習文化活動の場として利用できるよう
に、使用料の規定を追加するものです。
審査結果　原案可決

■太田市体育施設条例の一部改正に
ついて
説明　新田地区に建設中の「エアリスス
ケートパーク太田」を加えるため、所要の
改正を行うものです。
問 高校生以下の使用料を設ける場合
の確認方法について伺います。
答 施設利用者の入退場システムの導
入を予定しており、システムへの登録申
請時に身分証の提示を求め確認するこ
とを検討しています。
問 施設の危険性とこれに伴う施設利
用者の保険加入について伺います。
答 通常の施設に比べてリスクが高いこ
とは承知しています。一般的な賠償責任
保険だけでなく、スポーツファシリティー
ズ保険についても研究するなど、施設利
用者全員が安心して施設を利用できる
ようにしていきたいと考えます。

■その他の質問
・施設の完成期日および周知について
・割引券や定期券など施設利用料の
優遇措置の導入について
審査結果　原案可決

■太田市特別職の職員で非常勤のも
のの報酬及び費用弁償に関する条例

の一部改正について
説明　学校衛生管理医の報酬の額を
定める別表について、文言の整備を行う
ため、所要の改正を行うものです。
審査結果　原案可決

■太田市特定教育・保育施設及び特定
地域型保育事業の運営に関する基準
を定める条例の一部改正について
説明　特定教育・保育施設及び特定地
域型保育事業並びに特定子ども・子育
て支援施設等の運営に関する基準の一
部を改正する内閣府令および、書面の保
存などにおける情報通信技術の利用に
関する法律施行規則の一部を改正する
命令が公布されたことに伴い、本条例で
引用している条文について所要の改正
を行うものです。
問 今回の条例改正により懸案される
事項について伺います。
答 今回の改正内容は政令指定都市、
中核市および都道府県に関する事務に
係るものであり、一般市への影響は特に
ありません。
審査結果　原案可決

■太田市指定地域密着型サービス事
業の人員、設備及び運営に関する基準
を定める条例の一部改正について
■太田市指定地域密着型介護予防
サービスの事業の人員、設備及び運営
並びに指定地域密着型介護予防サー
ビスに係る介護予防のための効果的な
支援の方法に関する基準を定める条例
の一部改正について
■太田市指定居宅介護支援等の事業
の人員及び運営に関する基準を定める
条例の一部改正について
■太田市指定介護予防支援等の事業
の人員及び運営並びに指定介護予防
支援等に係る介護予防のための効果
的な支援の方法に関する基準等を定め
る条例の一部改正について
説明　条例の基準となる省令が一部改
正されたことに伴い、それぞれ所要の改
正を行うものです。本改正により、協力医
療機関との連携体制の構築、介護現場
の生産性の向上、身体拘束等の適正化
の推進、書面掲示規制の見直し、管理者
の兼務範囲の明確化などを図るもので
す。
問 ケアマネジャーが人員不足などによ
り配置できない場合の対応について伺
います。
答 配置基準が満たされなければ、介
護予防支援事業者としての指定はでき
ません。
問 現場の人材確保に向けた、本市の
今後の取り組みについて伺います。
答 現時点で明確なものはありません
が、今後、ケアマネジャーの指導などが
必要であると考えます。
審査結果　原案可決

■太田市介護保険条例の一部改正に

ついて
説明　令和6年度から8年度までの第9
期介護保険事業計画の策定における介
護保険料額の改定と介護保険の第1号
被保険者保険料の多段階化などに伴う
介護保険法施行令の規定の見直しに対
応するため、所要の改正を行うものです。
問 基準額の妥当性および引き下げの
余地について伺います。
答 介護報酬の改定や高齢者人口の
増加に伴い、介護保険の給付費は増大
する方向です。今後懸念される急激な介
護保険料の引き上げなどに対応するに
は、基金残高にある程度の余裕が必要
であることから、今回は基準額を据え置く
こととしています。
問 第9期計画最終年度の見込み基金
残高について伺います。
答 約2.8億円の基金残高が見込まれ
ています。

■その他の質問
・基金の使い道やサービスの利用者
の実態把握について
審査結果　原案可決

■太田市特別職の職員で非常勤のも
のの報酬及び費用弁償に関する条例
の一部改正について
説明　農業委員会の農業委員および農
地利用最適化推進委員について、事業
活動の増加および社会情勢に鑑み、報
酬額を改定するものです。
問 県内他自治体と比較した農業委員
などの事業活動や報酬額の状況につい
て伺います。
答 本市は工業都市であることから農
地転用における困難事案などが多く、伊
勢崎市と比較して苦情対応の平均件数
が過去4年間で100件ほど多くなってい
ます。報酬額については高崎市、前橋市
が突出して高額となっていますが、本条
例改正に伴い本市が県内3番目の報酬
額になります。

■その他の質問
・平成29年から令和5年までの群馬県
最低賃金の上昇率について
審査結果　原案可決

■太田市手数料条例の一部改正につ
いて
説明　「脱炭素社会の実現に資するた
めの建築物のエネルギー消費性能の向
上に関する法律等の一部を改正する法
律」が公布されたことに伴い、新たに創
設された建築物の認定に係る手数料に
ついて、所要の改正を行うものです。
審査結果　原案可決

■太田市建築物のエネルギー消費性
能の向上に関する法律関係手数料条
例の一部改正について
説明　「脱炭素社会の実現に資するた
めの建築物のエネルギー消費性能の向
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　2月27日の本会議で設置された予
算特別委員会に「令和6年度太田市一
般会計予算について」など7議案が付
託され、3月6日から8日までの3日間に
わたり慎重に審査を行いました。
　各委員の審査後、総括質疑が行われ、
採決の結果、全て可決すべきものと決
定しました。
　委員会審査での主な質疑、要望など
を委員長報告から抜粋してお知らせし
ます。

問 法人市民税の収納見込み率につい
て伺います。
答 過年度の収入実績における収納率
を基に、物価高や資材高騰の影響など
も加味しながら算出を行いました。近年
のDX推進による事業所の小規模化に伴
う法人市民税均等割の課税状況の変化
なども踏まえながら、より精度の高い予
算編成に努めていきたいと考えます。

問 企業版ふるさと納税寄附金の受け
入れ状況について伺います。
答 1社からの人材派遣型による人件
費を計上しています。本制度の活用によ
り民間企業のノウハウを取り入れながら
予算の有効活用が図れるほか、企業に
とっても税負担を軽減しながら地域に貢
献できるなど、双方にとって大きなメリット
があるため、積極的な周知に努めていき
たいと考えます。
■その他の主な質疑、意見、要望
・マイナンバーカードの交付状況およ
び更新手続きについて
・駐車場使用料について
・自主財源の確保に向けた法定外目
的税の設定について

■主な質疑、意見、要望
・史跡金山城跡ガイダンス施設の利用
状況と今後の活用について
・体育施設および社会教育施設の使
用料について
・旧中島家住宅保存修理事業につい
て

●総務費
問 合併20周年記念事業の構想につ
いて伺います。
答 実行委員会が設置されましたが、今

後新たな組織を立ち上げ、メインの事業と
して一般市民、交流都市などを含めた約
3，000人による「第九」の合唱を行う予
定です。さらに、ものづくりのまちとしての
歴史や伝統を活

い

かした催しを検討します。
問 高齢者など交通弱者への買い物支
援の概要について伺います。
答 各地区3人程度、有償ボランティア
による運転手を募り、利用者の自宅から
スーパーなどへの送迎、買い物の援助を
することで、地域課題の解消を図ってい
きたいと考えます。
■その他の主な質疑、意見、要望
・ＥＶ車を活用した災害訓練の実施に
ついて
・ふるさと納税における体験型返礼品
について

●民生費
問 保育園入園申し込みの電子申請
サービス導入による効果について伺います。
答 今までは申請窓口の混雑が常態化
していましたが、分かりやすい電子申請
フォームデザインに加え、ＬＩＮＥによる情報
発信をした結果、全体の75％の申請者に
利用してもらいました。市民サービスの向
上に加え、職員の時間外勤務削減につな
がりました。
問 児童虐待防止の支援と周知につい
て伺います。
答 面前ＤＶなど心理的虐待によるケー
スが多く、要保護児童対策地域協議会
にて対応方針を決め、子育てそうだん課
の職員や保健師が訪問するなど、見守り

を行っています。支援が必要と感じた時
は、児童相談所虐待対応ダイヤル「189
（いちはやく）」を利用して通報してもらえ
るよう、関係機関との連携や利用者への
周知を広く図っていきたいと考えます。
■その他の主な質疑、意見、要望
・軟骨伝導聴覚補助イヤホンの導入に
ついて
・子育て世帯ベーシックサービスの延
長について
・ファミリー・サポート・センターの利
用料金の見直しについて

●衛生費
問 がん検診の受診率向上に向けた取
り組みについて伺います。
答 本市の受診率は全国平均を上回っ
ていますが、さらなる受診率向上に向け
て、受診案内の工夫やプレゼント企画の
実施など、普及・啓発に努めていきたい
と考えます。
問 出産子育て応援給付金の現金支
給について伺います。
答 国からの推奨もあり、ＯＴＡＣＯで支
給していますが、国の動向や近隣他市の
状況も見ながら、ケースに応じた支給の
手法などを研究していきたいと考えます。
■その他の主な質疑、意見、要望
・狂犬病予防注射の接種率向上につ
いて
・帯状疱

ほう

疹
しん

予防接種の申請状況につ
いて
・ペーパーラボの導入について

◎久保田　　俊
○谷之木　勇作
　山水　めぐみ
　川岸　　靖隆
　髙野　　博善
　八長　　孝之

　木村　　浩明
　松川　　　翼
　松浦　　武志
　高橋　　えみ
　白石　 と子
◎委員長　○副委員長

予算特別委員 （R6.2.27選任）

歳 入
一　般　会　計

教 育 費 に
係 る 歳 入

歳 出

予算特別委員会

上に関する法律等の一部を改正する法
律」が公布されたことに伴い、建築物エ
ネルギー消費性能に係る認定の区分な
どについて、所要の改正を行うものです。
審査結果　原案可決

■太田市空家等対策の推進に関する
条例の一部改正について
説明　「空家等対策の推進に関する特
別措置法の一部を改正する法律」が公
布されたことに伴い、市が空き家などに
必要最小限度の措置を講ずることがで
きる場合を定めるほか、所要の改正を行
うものです。
問 市が実施する空き家などに関する
施策および必要最小限度の緊急安全措
置の具体例について伺います。
答 所有者に対し空き家などの適切な
管理を促す通知や解体の要望などを問
うアンケートを実施しているほか、破裂し
た水道管や道路への倒木などについて、
地域の安全を確保するために緊急的に
措置を講じています。
問 緊急安全措置に要した費用の請求
相手について伺います。
答 空き家などの所有者のほか、当該
空き家などの相続権を有している者を想
定しています。

■その他の質問
・市内における管理不全空家および緊
急安全措置が求められる空き家などの
状況について
審査結果　原案可決

■太田市公共下水道事業設置条例の
一部改正について
説明　太田市公共下水道の事業認可
拡大および事業計画期間の延伸を行っ
たことに伴い、所要の改正を行うもので
す。
審査結果　原案可決

■太田市公園条例の一部改正につい
て
説明　太田市道路占用料徴収条例に
規定する占用料が改定されることに併せ、
公園の占用料について同様の改定を行
うものです。
審査結果　原案可決

■市道路線の廃止及び認定について
説明　市道の10路線1，992㍍を廃止
し、25路線2，176㍍を認定しようとする
ものです。
審査結果　原案可決

特別委員会における
調査・研究報告

　特別委員会の中間報告および最終報告を、太田市
議会ホームページに掲載しています。

〇議会改革推進特別委員会　中間報告
〇広域連携調査特別委員会　最終報告

https : //www.c i ty .o ta .gunma. jp/s i te/
shigikai/3582.html 

URLまたは2次元コードからアクセスできます。ぜひご覧
ください。
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●労働費
問 なでしこ未来塾の卒業生によるイベ
ントなどへの出店について伺います。
答 昨年の環境フェスティバルにおいて、
なでしこ未来塾のブースを出店し販売を
行いました。今後も、合併20周年に合わ
せたイベントやおおたマルシェへの出店
など、さまざまな機会をつくっていきたい
と考えます。

●農林水産費
問 野菜生産農家に対する補助と、農
産物知名度向上の取り組みについて伺
います。
答 生産拡大に向けたパイプハウスの
設置に対し、補助を行っています。農産物
の知名度向上については、ふるさと納税
での返礼品をはじめ、関係各課と連携し、
全庁的にＰＲしてきたいと考えます。
問 農地の耕作者および農地所有者に
対して行った「私の農地アンケート」の結
果と今後の活用について伺います。
答 後継者のいない農家が増えている
一方で、農地を貸すことに対しては、消極
的な意見が多くありました。今後は、農地
パトロールや基盤整備に関する情報とし
ての利用、事業立案の基礎資料とするな
ど、本市の農業発展に向け、有効に活用
していきたいと考えます。
■その他の主な質疑、意見、要望
・リフォーム支援・空き店舗対策に関す
ることについて
・消費生活対策における啓発活動につ
いて

●土木費
問 市営住宅への入居促進に向けた取
り組みについて伺います。
答 若年層の新婚夫婦を対象に市営住
宅の空き住戸を活用した入居促進事業
を実施し、入居後のリフォームに対する補
助金を支給しています。事業対象となる
市営住宅周辺では樹木の巨木化や雑
草の繁

はん

茂
も

が目立つことから、今後は樹木
剪
せん

定
てい

や防草シートの敷設など、周辺環境
の整備に努めていきたいと考えます。
問 北部運動公園のリニューアルに向
けた考え方について伺います。

答 現在北広場において芝生を養生し
ており、公園のロケーションを活

い

かしたア
ウトドアアクティビティなど、集客の目玉と
なるような活用方法が必要だと考えてい
ます。今後は関係部局との協議を重ね、
合併20周年に合わせたイベントなどにつ
いても検討を進めていきたいと思います。
■その他の主な質疑、意見、要望
・藪塚地域の土地利用について
・太田東部幹線整備事業の進

しん

捗
ちょく

状況
について
・ふるさと納税制度を活用した、空き
家管理サービスの導入について

●消防費
問 消防車両の整備および救急体制の
充実強化について伺います。
答 車両の老朽化による更新のほか、
救急車を1台増車します。増加する救急
の出動要請に対応するため、日勤の救
急隊を新たに編制し、必要となる人員の
配置も併せて行うなど、組織全体で消防
力を維持・強化していきたいと考えます。
問 消防団の現状と課題について伺い
ます。
答 消防団員は全国的に減少していま
すが、地域防災の中核をなす重要な役
割を担っていることから、出動報酬を新
たに創設するなど、処遇改善を図るとと
もに、制度内容を市民に広く周知し、団
員確保につなげていきたいと考えます。
■その他の主な質疑、意見、要望
・災害備蓄品の状況と活用方法につ
いて
・自主防災組織による自助・共助の取
り組みについて
・避難所運営への女性の参画につい
て

●教育費
問 不登校の現状と今後の取り組みに
ついて伺います。
答 本市の不登校出現率は全国平均を
下回っています。ここ数年増加傾向にあり
ましたが、先生が児童生徒に寄り添いな
がら、保護者と協力してきめ細かい支援
を継続してきたことで、昨年度からほぼ
横ばいで推移しています。不登校となって

しまった場合でも、ふれあい教室を経て
学校へ復帰するケースも少なくないこと
から、多文化共生センターへの移転に併
せ、より一層児童生徒一人一人に寄り
添った支援をしていきます。
問 文化財の保存と活用について伺い
ます。
答 現在、国指定史跡である金山城跡
の整備を優先して進めていますが、ほか
の文化施設についても計画的に整備を
しており、地域の宝として魅力ある形で
後世に残すとともに、子どもたちや本市
への来訪者に向けた効果的な発信方法
を研究していきたいと考えます。
■その他の主な質疑、意見、要望
・太田市運動公園でのイベントの開催
時における交通渋滞と通信障害の改善
について
・外国人児童生徒への日本語教育に
ついて
・学校給食における事故防止および非
常時の対応について

●介護保険特別会計
問 介護認定調査期間の短縮化への取
り組みについて伺います。
答 今年度から調査員を1名増員し、
10名体制とすることで、期間短縮の効果
が出始めたところです。課内研修を実施
し人材育成を図るなど、さらなる業務の
効率化に努めていきたいと考えます。
問 本市の認知症患者の人数と事故な
どへの補償について伺います。
答 実数の把握は困難ですがおおむね
1万人程度と思われます。事故などへの
備えとして個人賠償責任保険の導入に
ついて、先進事例などを研究していきた
いと考えます。

●太陽光発電事業特別会計
問 市内小学校に設置されている太陽
光発電設備の想定される被害と修繕費
の妥当性について伺います。
答 主に落雷による被害を想定していま
す。設置場所が多く、落雷による被害のリ
スクが高いことから市内のほかの発電所

に比べ修繕費が高くなっています。
■その他の主な質疑、意見、要望
・除草業務にかかる委託料の積算方
法について

●下水道事業等会計
問 本年6月より開始される下水道料金
の改定内容と想定される効果について
伺います。
答 標準世帯においては年間3，600円
程度の負担増を見込んでおり、経費回
収率は約80％になると想定しています。
企業会計の原則である独立採算制によ
る事業運営に向けた財政基盤の強化に
向け、国の提示する適正価格まで段階
的に料金を引き上げる予定です。
■その他の主な質疑、意見、要望
・下水道接続率の向上に向けた取り組
みについて

問 本年元日に発生した能登半島地震
を受けて、本市の災害対策について伺い
ます。
答 道路や水道などライフラインに甚大
な被害が生じた場合、復旧に時間を要す
るなど、市民生活に著しい支障が生じる
恐れがあります。本市では、10年前から
水道管の強

きょう

靱
じん

化に取り組んでおり、引き
続き市民の生命と財産を守るべく、国・県
と連携し、災害に強いまちづくりを進めて
いきたいと考えます。
問 子ども・子育て支援の充実について
伺います。
答 少子化対策は国・県・市による連携、
協力のもと、それぞれが応分の負担をし
対策を講じていく必要があります。今後
の支援策として、親が安心して子どもを
産み育て、子ども自身も将来に向かって
羽ばたいていけるよう、給付型の奨学金
制度を創設していきたいと考えます。
■その他の主な質疑、意見、要望
・地域振興について
・本市のＰＲ戦略について
・多文化共生について

総　括　質　疑

特　別　会　計
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議案の審議結果をお知らせします３月定例会の

《市長提出議案》
番　号 件　　　　　　　名 付託先 審議結果 採決結果

議案第1号 太田市教育委員会委員任命の同意について 省略 同意 賛成全員
議案第2号 人権擁護委員候補者の推薦について 省略 可決 賛成全員
議案第3号 人権擁護委員候補者の推薦について 省略 可決 賛成全員
議案第4号 人権擁護委員候補者の推薦について 省略 可決 賛成全員
議案第5号 人権擁護委員候補者の推薦について 省略 可決 賛成全員
議案第6号 令和５年度太田市一般会計補正予算（第９号）について 省略 可決 賛成多数
議案第7号 令和５年度太田市国民健康保険特別会計補正予算（第２号）について 省略 可決 賛成全員
議案第8号 令和５年度太田市介護保険特別会計補正予算（第３号）について 省略 可決 賛成全員
議案第9号 令和５年度太田市下水道事業等会計補正予算（第３号）について 省略 可決 賛成全員
議案第10号 令和６年度太田市一般会計予算について 予算特別 可決 賛成多数
議案第11号 令和６年度太田市国民健康保険特別会計予算について 予算特別 可決 賛成全員
議案第12号 令和６年度太田市後期高齢者医療特別会計予算について 予算特別 可決 賛成多数
議案第13号 令和６年度太田市八王子山墓園特別会計予算について 予算特別 可決 賛成全員
議案第14号 令和６年度太田市介護保険特別会計予算について 予算特別 可決 賛成全員
議案第15号 令和６年度太田市太陽光発電事業特別会計予算について 予算特別 可決 賛成全員
議案第16号 令和６年度太田市下水道事業等会計予算について 予算特別 可決 賛成多数
議案第17号 太田市事務分掌条例の一部改正について 総務企画 可決 賛成全員

議案第18号 太田市技能労務職員の給与の種類及び基準を定める条例の制定について 総務企画 可決 賛成多数

議案第19号 太田市消防団条例の一部改正について 総務企画 可決 賛成全員
議案第20号 太田市手数料条例の一部改正について（消防関係事務手数料）総務企画 可決 賛成全員

議案第21号 太田市男女共同参画社会の形成及びジェンダー平等の推進に関する条例の制定について 市民文教 可決 賛成全員

議案第22号 太田市手数料条例の一部改正について（戸籍等関係事務手数料） 市民文教 可決 賛成多数

議案第23号 太田市ふれあいセンター条例の一部改正について 市民文教 可決 賛成全員
議案第24号 太田市行政センター条例の一部改正について 市民文教 可決 賛成全員
議案第25号 太田市体育施設条例の一部改正について 市民文教 可決 賛成多数

議案第26号 太田市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部改正について（学校衛生管理医） 市民文教 可決 賛成全員

議案第27号 太田市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一部改正について 健康福祉 可決 賛成全員

議案第28号 太田市指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正について 健康福祉 可決 賛成全員

議案第29号

太田市指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備
及び運営並びに指定地域密着型介護予防サービスに係る介護
予防のための効果的な支援の方法に関する基準を定める条例
の一部改正について

健康福祉 可決 賛成全員

議案第30号 太田市指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する基準を定める条例の一部改正について 健康福祉 可決 賛成全員

議案第31号
太田市指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定
介護予防支援等に係る介護予防のための効果的な支援の方法
に関する基準等を定める条例の一部改正について

健康福祉 可決 賛成全員

議案第32号 太田市介護保険条例の一部改正について 健康福祉 可決 賛成全員

議案第33号 太田市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部改正について（農業委員会） 都市産業 可決 賛成全員

議案第34号 太田市手数料条例の一部改正について（建築関係事務手数料）都市産業 可決 賛成全員

議案第35号 太田市建築物のエネルギー消費性能の向上に関する法律関係手数料条例の一部改正について 都市産業 可決 賛成全員

議案第36号 太田市空家等対策の推進に関する条例の一部改正について 都市産業 可決 賛成全員
議案第37号 太田市公共下水道事業設置条例の一部改正について 都市産業 可決 賛成全員
議案第38号 太田市公園条例の一部改正について 都市産業 可決 賛成全員
議案第39号 財産の取得について（消防ポンプ自動車） 省略 可決 賛成全員
議案第40号 財産の取得について（小学校教師用指導書一式） 省略 可決 賛成全員
議案第41号 市道路線の廃止及び認定について 都市産業 可決 賛成全員

議案第42号（仮称）太田市スケートパーク本体整備工事請負契約の変更について 省略 可決 賛成多数

議案第43号（仮称）太田西複合拠点公共施設建設事業　建築主体工事請負契約の変更について 省略 可決 賛成多数

議案第44号（仮称）太田西複合拠点公共施設等総合駐車場整備工事請負契約締結について 省略 可決 賛成多数

《議会提出議案》
番　号 件　　　　　　　名 付託先 審議結果 採決結果

議会議案1号 太田市議会議員の請負の状況の公表に関する条例の制定について 省略 可決 賛成全員

議会議案2号 太田市議会会議規則の一部改正について 省略 可決 賛成全員
議会議案3号 太田市議会委員会条例の一部改正について 省略 可決 賛成全員

《請願》
番　号 件　　　　　　　名 付託先 審議結果 採決結果

請願第7号 パンデミック条約締結及び国際保健規則改正に係る情報開示を求めることについて 健康福祉 不採択 賛成少数

※�「付託先」欄において「省略」とあるのは、本会議において委員会付託の省略が行われたことを示し
ます。

令和 5年度　議員研修会

　２月9日（金）太田市役所にて議員研修会を開催しました。今回は、全国市議会議長会において、20年以上にわたり法制・
議事運営等の職務に従事された経験を持つ、(株)廣瀬行政研究所　代表取締役 廣瀬和彦氏を講師にお迎えし、議会における
ハラスメントについて、事例を豊富に紹介いただきながら、わかりやすくご講義いただきました。
　ハラスメントに対する認識をアップデートし、より一層市民から信頼される太田市議会を目指していきます。

古紙パルプ配合率 70％再生紙と環境に
やさしい大豆インキを使用しています
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